
 

 

 

西大塚駅と軽便鉄道 
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（社会福祉士） 

 

はじめに 

フラワー長井線の赤湯―荒砥間全線が開通してから今年で 100 年が経ち、それを祝って 4 月から

様々な行事が行われています。新聞等でたびたび取り上げられているのでご存じの方もおられると思

います。その中でも最大の行事は「フラワー長井線まつり」です。今年は 10 月 22 日（日）に行われ、

主要駅の赤湯駅、宮内駅、荒砥駅のほか羽前成田駅でも行われました。西大塚駅では、西大塚駅協

力会主催の「西大塚駅まつり」が行われました。今回、西大塚駅にまつわる歴史を軽便鉄道へさかの

ぼってまとめてみましたので、参考にしてください。 

１．軽便鉄道とは何か 

日本の鉄道のはじまりは「汽笛一斉新橋を・・・・」の歌で知られるように 1872年（M5年）の新橋―横

浜の開業に始まります。開業当初はすべての施設・設備をイギリス式でそろえたのですが、鉄道の普

及を図るためにはイギリス式では負担が大きいことから、1909 年（M42 年）に「軽便鉄道法」が公布さ

れ、次いで国鉄線収益を財源とした補助を規定する軽便鉄道補助法が制定され、建設費と維持費を

抑えました。その結果、軽便鉄道は北海道を除いて爆発的に普及することとなりました。 

 

２．県内の軽便鉄道 

軽便鉄道は一般には軌間(レール幅)が 1067 ㎜(約 1 メートル 7 センチ)未満の鉄道のことです。か

つて、山形県内には軽便鉄道の基準があてはまる路線が下の表のように 7路線ありました。 

鉄道の名称 
設立年 廃止年 区間情報 

（Ｔ：大正、S：昭和） 始発駅 駅数 距離（Km） 終点駅 

1，長井線 1913（T2） 現存 赤湯駅 17 30.6 荒砥駅 

２．谷地鉄道 1916（T5） 1935（S10） 神町駅 4 5.1 谷地駅 

３．赤湯人車軌道 1919（T8） 1926（T15） 赤湯駅 2 1.9 赤湯温泉街 

４．山形鉄道高畠線 1922（T11） 1974（S49） 糠野目駅 9 10.6 二井宿駅 

５．山形鉄道尾花沢線 1926（T15） 1970（S45） 大石田駅 2 2.6 尾花沢駅 

６．山形鉄道三山線 1926（T15） 1974（S49） 羽前高松駅 10 11.4 間沢駅（西川町） 

７．庄内電鉄湯野浜線 1929（S4） 1975（S50） 鶴岡駅 7 12.2 湯野浜温泉駅 

 多くは大正から昭和始めに開業し、現在も存続しているフラワー長井線を除いて残念ながら 1975

年までに廃止になっています。廃止の理由は、鉄道からバス、トラックなどの自動車へ輸送・交通手段

が変化したことや社会インフラの大きな変化があったからでした。軽便鉄道の発達により、人や物資

（山間部でとれる木材、鉱物資源や農産物）がそれまでの人力や牛車、馬車や船運よりも効率よくで

きることとなると同時に人や文化を地方の隅々へと届けることとなり、地方の人びとの生活を激変させ

ることにもなりました。 

 

センター長だより



 

３．フラワー長井線（旧国鉄長井線）の歴史と西大塚駅 

今年 2023 年、西大塚駅は建設されてから 110年です。奥羽本線の赤湯駅から西側の置賜地域を

結ぶ軽便鉄道の一駅として 1913 年（Ｔ2 年）に建設されました。その年をさかのぼること 14 年前の

1899年（M32年）に奥羽線は福島から米沢まで、1900年（M33年）に赤湯まで開通しました。1914年

（T3年）に長井線が開業、西大塚駅の開通を祝って仮装行列、夜ちょうちん行列、花火などで大祝賀

会が開催されたと大塚村史に記録が残っています。軽便鉄道は人や物資輸送のための交通手段と

して全国各地に建設され、後に一部は国鉄となりました。県内 7 つの鉄道のうち国鉄になったのは長

井線（現フラワー長井線）だけでした。 

年月 西大塚駅のこと 長井線のこと 

S36年 6 月 旅客駅化（貨物取扱廃止）   

S40年 4 月 業務委託駅化   

S45年 6 月   長井線廃止問題検討開始 

S46年 10月 簡易委託駅化（Ｈ11年 4月廃止）   

S62年 4 月   第三セクターで鉄道として存続が合意 

S63年 4 月   第三セクター「山形鉄道株式会社」設立 

S63年 10月 西大塚駅協力会規約制定 フラワー長井線開業 

H27 年 8 月 国登録有形文化財に指定   

私が長井線を使ったのが高校への通学のための昭和 42 年 4 月から 45 年 3 月の 3 年間でした。

朝のもっとも都合の良い便は、今ではとても考えられないことですが、通勤通学の人たちで「すしづめ」

状態でした。長井へ行くには山交バスの停留所が幸来橋にありましたので自宅からはこちらの方が便

利だったのですが、運賃が鉄道よりも高いことと運行時刻が通学と合わなかったことから、長井線を使

うこととなりました。 

 

４．西大塚駅まつり 

西大塚駅まつりは、大塚地区だけの行事ではありません。というのも、フラワー長井線は沿線に駅

を抱える南陽市、川西町、長井市、白鷹町がフラワー長井線まつりに参画しているからで、西大塚駅

まつりは川西町の責任も担って行われているのです。そこで、令和 4年に西大塚駅協力会を再結成

し、協力会が西大塚駅まつりを担当することとしました。今年は、風の子クラブに通っている大塚小学

校の生徒の絵画展、交流センター書道教室の作品展、音楽会（オカリナとリコーダー演奏、ハーモニ

カとギターのバンド演奏）、飲食ブース 4店の出店を企画しました。ハロウィーンをひかえていましたの

で、親子で来てくれた子供達にはお菓子をプレゼントしました。当日西大塚駅で降り立った若者二人

に話しかけたところ、福島と茨城からわざわざフラワー長井線に乗車するために来たとのことでした。

バイクのツーリングの途中で立ち寄ってくれた青年もいました。決して多くの人たちが参加してくれて

いるわけではないのですが、継続することが大切だと感じています。 

 

まとめ～西大塚駅は大塚の宝（文化資源）～ 

かつては、西大塚駅には駅員が常駐していて、切符を販売したり、チッキ（下記解説）の手続きをし

たりと、国鉄の駅として本格的な機能を持つ駅でした。時代が変わるにつれ、駅員がいなくなり、無人

駅となりました。西大塚駅の駅舎は、東北で現存する旧国鉄駅を含む駅舎の中で最も古く、2015年

（H27年）に国指定登録有形文化財に指定されました。川西町で同様の指定を受けているのは樽平

酒造、菊粋館、錦屋本店（以上、小松地区）です。西大塚駅は大塚地区の重要な宝（文化資源）であ

ることを皆さんと共有したいと思います。 

 



 

「チッキ」について：昭和の国鉄にはチッキという手荷物や小荷物の輸送サービスがありました。予め相手に連絡して

おいて、送りたい物をミカン箱などに入れて小荷物切符を買って送り、着いたころに取りに行ってもらいます。現在の

宅配便のようなものです。個人的には、昭和 53年 3月に名古屋へ引っ越すために鶴岡駅からリヤカーいっぱいの

荷物を送った覚えがあります。受け取りは、名古屋の友人にお願いしました。チッキは Check（チェック）が訛ったも

のです。この制度は国鉄民営化（Ｓ62年）の前年 1986年（S61）に廃止されました。

https://detail.chiebukuro.yahoo.co.jp/qa/question_detail/q1118443186 

 

参考資料：山形県の鉄道輸送、R3年 3月、他 

 

 

月日時間  会議・出張等の名称 会場 

10月 2日(月)、15時～16時半 置賜地域道路整備促進大会 高畠町まほら 

10月 5日(木)、9時半〜10時半  7地区センター長会 町役場 

同   、10時半～15時 第二四半期監査 交流センター 

同   、19時～20時 避難所マニュアル作成委員会 交流センター 

10月 10日(火)、9時～10時 西大塚駅まつり等臨時営業許可申請 置賜保健所 

同   、18時～19時 振興祭アトラクション企画委員会 交流センター 

同   、19時～20時 振興祭実行委員会 交流センター 

10月 13日(金)、19時～20時     社明協第 2回理事会 交流センター 

10月 18日（水）、１0時～１６時   県自主防災研修会組織リーダー研修会     山形中央公民館 

１0月 20日(金)、13時～１６時    西大塚駅まつり準備 西大塚駅 

10月 22日(日)、8時〜11時  西大塚駅まつり 西大塚駅 

10月 26日(木)、8時半〜9時半  センター定例会議 交流センター 

     同   、10時〜11時 とっとり方式筋認体操 交流センター 

10月 28日(土)、9時半〜11時半 川西町民生活安全推進大会 農改センター 

＊上記以外にセンターでの百歳体操に参加した。 

 

 

 

 

https://detail.chiebukuro.yahoo.co.jp/qa/question_detail/q1118443186


 

フラワー長井線を運営する山形鉄道は、西大塚駅ホームの除雪を請け負ってもらえ

る方を探しています。概略は下記の通りです。 

 

期間   ：令和 5年 12月 1日～令和 6年 3月 31日まで 

賃金   ：令和 6年 1月と 2月は月額 32，370円 

令和 5年 12月と令和 6年 3月は 1時間 1,090円 

作業内容：始発前に 10cm以上の積雪（降雪）があった場合、駅ホームの除雪を行いま

す。日中に同様の積雪があった場合にも除雪を行います。 

なお、ホーム以外の駅周辺については除雪の必要は

ありません。さらに詳しく知りたい方はセンターへご連

絡ください。山形鉄道から作業内容に関する契約書を

預かっていますのでご覧頂けます。 

 

 

 この度、西大塚駅に無料レンタル自転車２台とヘルメット２個を配備しました。駅で降車して病院や

飲食店等に向かう場合に利用することができます。 

【借用方法】①大塚地区交流センタ（４２－４７０１）まで申し込み  

②氏名・携帯番号・返却日時を伝える 

③暗証番号を聞き、施錠を外して使用 

【返却方法】①元あった場所に返却する 

【注意事項】①交通ルールやマナーを遵守して下さい。 

     ②必ず貸出手続きをして下さい。 

 

 

大塚地区交流センターでは、下記について引き続き募集しておりますので是非とも応募いただき

ますようお願い申し上げます。 

 

・生涯学習推進員（センタースタッフ）※主にスポーツ大会運営 

・治平館だより等の編集委員ならびに読者モニター 

・人材バンク登録（専門的な技術や知識、特技等） 

・書道教室のお世話係（準備や後片付け等） 

 

※それぞれ随時受付をしておりますので、大塚地区交流センターまで各種用紙に必要事項を記載し

提出、または応募の旨をご連絡いただきますようお願い申し上げます。 

 （各種応募用紙は、センターにもございます） 

募集中！

募集：西大塚駅ホーム除雪作業

西大塚駅無料レンタル自転車について


